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2.研 究 のね らい ・目的
この研究班のね らいは、地域が何 らかのまとまりを もって成立する力学を、社会科学者 と入
文科学者が共同で究明 しようというところにある。
そこで前提 とされているのはおおよそあ らゆる地域において次の二方向のベ ク トルが並存 し
ているとい うことである。っまり、一方で、ある地域をそれ自身の固有性によって他 と区別 し
これを完結 した共同世界 として形成 しようというベ ク トル、すなわち 「内世界」形成へ向かう
ベク トルがあ り、他方で、いくっかの内世界を同質化 ・共通化 ・普遍化させ ようというもう一
っのベク トル、すなわち 「外文明」がある。ある地域の固有性を把握するということは、内世
界と外文明の間のこの連関の様相と相互作用の力学を解明す ることにほかならない。 しか も肝
心なことは、 これを 「外」の挑戦に対する 「内」の応戦という視点では毛頭 なく、内世界それ
自身の主体的営為という視点において捉えることである。 「外」はいつ も 「内」の問題 として
現象する。 「外」は 「内」に受容され 「内」において定位 されてい く。 このダイナ ミクスを研
究主題 にする。
次にわれわれの研究対象は、東南アジアの精神世界である。別言すれば東南アジア世界を物
理空間 ・社会空間 ・意味空間の三っに分けた際の意味空間が研究対象である。 ここに意味空間
とはそこに住まう人々によって描 き出され る世界の姿かたちでありそのイメー ジである、とい
うことができる。人々は時間についてさらに空間についてどのように了解す るのか、その 「了
解の構造」とはどのようなものなのか、また、人 々が共通にあるいは個別的 に得ていく日々の
経験、それがありきたりの経験であれ、尋常な らざる経験であれ、それ に対 して、どのよ うな
かたちを与えるのか、そ こに認められ る 「意味の構造」はどのような ものであるのか。 これ ら
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が、当面の研究課題 ・研究対象であ り、そのたあに、言語とシンボル(儀 礼、神話、民話、倫
理、法、芸術等)を 中心 とした幅の広い分野が研究対象 となる。
この研究は他の さまざまな研究 グループとの間の共同研究と して進め られなければな らない。
意味空間論という研究分野を物理空間論ない し生態空間論、また社会空間論 と連動させること
が必要なのである。意味空間が生態空間や社会空間を超えて成立すること、また時と して三者
が相互にまった く無関係であ ることはいうまで もない。 しか しそのことはこれ ら三者の間に働
く関係性(も しくは無関係性)へ の問題意識を持 たな くてよいことではむろんない。む しろ三
者の間の生き生 きとした対話 こそがもっとも求あ られているのである。このような対話と親密
な研究交流を通 じて、東南アジアを全体的にみ る視座、東南アジアを トータルに対象化 しうる
視座を持っことがで きるだろう。さらに又、このような視座は、東南アジア地域以外の研究者
を含めることによって はじあて成立可能となるであろう。
このように して、東南アジアそれ 自体の研究を通 して、たんに東南アジアだけでな く、広 く
人類が生み出 して きた 「文明と文化」にっいての原理的な問いかけを行ない、その行 く末にっ
いての思索を深めることを 目的とする。
3.平 成5年 度 の研究 経過
平成5年 度において研究班 として5回 の研究会を開催 した。そのうち1回 は計画研究BO2
班 との合同研究会であ った。
これ らの研究会の概要 は次のとおりである。
6月12日 第1回 研究会 〔於京都市〕
「研究テーマの紹介 と研究計画」




10月22日～24日 第3回 研究会[於 三重県志摩郡]
座談会 「外文明 と内世界をめ ぐって」
研究会 「外文明 と内世界:日 本モデル」(報 告者:園 田英弘)
「外文明 と内世界:ス マ トラモデル」(報 告者:弘 末雅士)
11月16日～18日 第4回 砥究会[於 洲本市、山影班との合同研究会〕
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「ジャワをめ ぐる外文明と内世界」(報 告者:土 屋健治)
「ウチ ・ソ トの論理 と関係の論理」(報 告者:山 影 進)
12月11日～12日第5回 研究会[於 福岡市]
「外文明と内世界:比 較法制史的視点か ら」(報 告者:河 上倫逸)
「ジャワ的歴史観:パ ラダイム提示の こころみ」(報 告者:青 山 亨)
「貝原益軒 とひとの国」(報 告者:横 山俊夫)
第1回 研究会は、研究代表者が研究の目的 と方法を述べ、各メンバ ーの研究テーマを検討 し、
1年間の研究計画をたてた。
第2回 研究会では、高橋宗生氏をゲス トスピーカーとして招 き、土屋、西村の両班員が報告
した。3人 とも 「ジャワ世界」をテーマとして報告 し、 ジャワ世界論をめ ぐって討論を重ねた。
第3回 研究会では、班員全員が 「外文明と内世界」をめぐって座談会を行なった。概念の整
理、研究の視角 と方法にっいてさまざまな問題点 をあきらかにした。その後、スマ トラと日本
をケーススタディとして 「外文明と内世界」のダイナ ミズムの具体例が提示された。 スマ トラ
については弘末、 日本については園田が報告 した。
第4回 研究会は、BO2計 画研究班 「地域連関の論理」(研 究代表者:山 影進)と の合同研
究会を開催 した。 「ウチ ・ソ ト」の論理にっいて理論的な検討を加えた。なお、BO1班 を代
表 して土屋が問題提起を行な った。
第5回 研究会では、ゲス トスピーカーと して青山亨氏を招 いた。班員か らは河上と横山が報
告 した。それぞれに文明 と文化に関す る基本問題を、 ヨーロ ッパ、日本、 ジャワの事例を通 し
て提示 した。
これ以外 に、総括班主催の公開講座(9月22日、於福岡市)で は、土屋が シンポ ジウムの
ディスカスタン トと して参加、同 じく第2回 研究集会(2月5日 、於京都市)で は、土屋が冒
頭発言者 とな り、さらに総合シンポジウム(3月3日 、於東京)で は、弘末が討論者 となった。
一方、 これに関連 して、個別に国内調査、海外調査が行われた。西村 は長期 にジャカルタに
滞在 して国民教育 と国民統合の実態調査を行ない、白石はベ トナムにおいて脱植民地化のプロ
セスを調査 した。又、横山は ドイツ、園田は米国において、文明論の研究に従事 した。






なが ら明 らかにされた。他方、基本的概念のあいまいさにっい1てもい くつかの問題点が指摘さ
れ、今後の課題 とされた。
中で も問題 とされ たのは、 「外」 「内」を分ける根拠 は何 かとい う点 であ り、 「外」と
「内」を二項対立的 に分けるのではな く 「外」が 「内」に入 りこみ 「内」が 「外」へ はみ出 し
てい く相互作用 と両者の境界領域 こそが重要であろうという点であ った。 これにっいては、上
記の季刊誌第4号 の 「座談会:外 文明と内世界をめぐって」に示されたとお りである。
第二に、東南ア ジアの時間論、歴史観、死生観のよ うな文化の根幹にかかわ るところから、
現在の国家体系や国民統合の問題をあ らためて考えてみようという視点が提示 された。これ ら
の点 は、理論研究として行われ るよりも、個別の具体的な事象を通 して行われるべきであると
いう共通の理解が示 された。
第三に、他の研究班 と積極的に交流を行ない、そ こからい くっかのよい成果が生 まれた。計
画研究BO2班 のほか、公募研究班 とも研究交流を行ない、国民国家論 についての新 しい視角
を与え られた。
5.今 後 の課 題





上の理論的な作業の中で もとりわけ重要であると考え られるのは、 「外」と 「内」の境
界性をめ ぐる問題である。
すでに今年度の研究 において も、 「ディアスポラ」、 「フロンティア」、 「メスティー
ソ」、 「クレオール」等、境界を越えるもの、両属的 もしくは無所属的な ものこそが、変
化のダイナ ミズムをひきおこしたり普遍的原理を定着 させたり、新 しい統合原理を樹ち立
てた りするという視点が くり返 し提示 されてきた。 したが って 「外文明」対 「内世界」と




われわれの破究班は、東南 アジア地域の研究者 とそれ以外の分野の硯究者(日 本、西
欧)と が ほぼ同数か らなる。 この特徴 を生かすために、東南アジァが外からどのよ うに見
えるのか、また、東南アジア的なダイナ ミズムを日本や西欧に適用すると、どの点で どの
ように不都合が生ず るのか、あるいは逆に、 日本や西欧の特色がよ くみえて くるのかとい
う、空間的な比較を重視 したい。
しか しそれ とともに、方法的に も、歴史学、法制史、文明論、教育学、国際関係論、等
多様なので、方法論の間の比較 と相互交流について も留意 したい。
(4)個別の研究成果の重視




その結果、地域研究の方法論が個別の作品の中に生 き生きと息づ くよ うになれば、われ
われの研究は目標に大きく近づいた ことになる。
これ らのことを実現するために、共同研究、個別研究を積極的に推進 し、必要に応 じてさま
ざまな分野の専門家 と内外を問わずに知的交流をはか り、さらに国内は もとより海外での学術
調査を遂行する予定である。
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